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当
院
眼
科
で
は
、常
勤
医
2
名（
上
田
直
子
、小
林
ル
ミ
）の

他
、京
大
か
ら
非
常
勤
医（
難
症
例
の
白
内
障
手
術
、緑
内
障
手

術
、硝
子
体
手
術
：
赤
木
忠
道
、金
曜
日
外
来
：
上
田
奈
央
子
）

の
協
力
を
得
て
診
療
し
て
い
ま
す
。

　
手
術
件
数
は
年
間
5
0
0
件
あ
ま
り
で
、白
内
障
手
術
が
主

体
で
乱
視
の
眼
内
レ
ン
ズ
、遠
近
両
用
の
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ

も
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、緑
内
障
、硝
子
体
、眼
瞼
下
垂
、

翼
状
片
、霰
粒
腫
、内
反
症
な
ど
の
手
術
、最
近
増
加
傾
向
の
加

齢
黄
斑
変
性
、網
膜
静
脈
閉
塞
症
に
よ
る
黄
斑
浮
腫
、糖
尿
病

黄
斑
浮
腫
な
ど
に
対
す
る
硝
子
体
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
外
来
で
は
後
発
白
内
障
の
Ｙ
Ａ
Ｇ
レ
ー
ザ
ー
治
療
、糖
尿
病

網
膜
症
や
網
膜
裂
孔
な
ど
の
レ
ー
ザ
ー
光
凝
固
術
、眼
瞼
痙
攣

に
対
す
る
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
も
行
っ
て
い
ま
す
。眼
科
単
独
で
は

な
い
一
般
病
院
の
た
め
、内
科
、神
経
内
科
、精
神
科
な
ど
と
連

携
を
と
り
、治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
は
超
高
齢
化
社
会
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、視
力
は

認
知
機
能
に
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。緑
内
障
の

割
合
は
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
増
加
し
ま
す
。40
歳
以
上
で
は

20
人
に
１
人
、70
歳
代
で
は
７
〜
8
人
に
１
人
が
緑
内
障
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。少
な
く
と
も
50
歳
以
上
に
な
ら
れ
ま
し
た

ら
、年
1
回
の
眼
科
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
の
ご

家
族
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
も
、受
診
を
勧
め
て
い
た
だ
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
京
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眼科ドクター自己紹介眼科ドクター自己紹介

眼科（1）
月 火 水 木 金 土

上田（直） 上田（直） 上田（直） 上田（直） 上田（直）
［予約］ ［予約］ ［予約］

小林 小林 小林 小林 上田（奈）眼科（2）

◎受付時間/午前8：30－11：30　◎診療時間/午前9：00－12：00   

※週交代制

※土曜日・・・第１・第3・第5は上田（直）先生、第2・第4は小林先生

◆京都博愛会病院

診
療
科
紹
介

小林　ルミ眼科医長上田　直子眼科部長

　大阪医大を卒業して、すぐに京都大学眼科に入局し
ました。天理病院、大津日赤病院で研修をした後、京都
大学大学院に入学、学位を取りました。その後、夫の留
学に伴い 3 人の子供を連れてアメリカでの生活を経験
し、帰国後京都大学眼科助手を経て、昭和63年より
当院に勤務しております。
　眼科は、当初よりオープンシステムで近くの先生に手
術場を利用してもらい、平成 8 年ごろよりずっと年間
の手術件数は500件前後を推移しております。京都大
学眼科の応援も得て、ここまでやってこられたのは、皆
様のお蔭と感謝いたしております。今後も信頼され、真
心のこもった地域医療を提供していきたいと思います
のでよろしくお願いいたします。

　愛知県出身で平成 3 年三重大学医学部卒業、京都
府立医大、南丹病院、京都第二日赤、京都第一日赤病院
などを経て平成25年 4月から当院眼科に勤務しています。
　今までの臨床経験を生かすと共に、常に新しい医学情
報を取り入れながら、適切な診断と治療を提供し、丁寧な
診察と説明を心がけています。手術では、白内障手術、外
来小手術などを主に行っています。両眼で生活している
と、片眼の視力が落ちていても気づかないことがあり、気づ
いた時には病気が進行していることがよくあります。緑内障
を含めて、早期発見、早期治療が重要と考えています。
　眼のことでお困りのことがありましたら、気軽に受診して
いただければと思います。よろしくお願いいたします。

　愛知県出身で平成 3 年三重大学医学部卒業、京都
府立医大、南丹病院、京都第二日赤、京都第一日赤病院
などを経て平成25年 4月から当院眼科に勤務しています。
　今までの臨床経験を生かすと共に、常に新しい医学情
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大学大学院に入学、学位を取りました。その後、夫の留
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し、帰国後京都大学眼科助手を経て、昭和63年より
当院に勤務しております。
　眼科は、当初よりオープンシステムで近くの先生に手
術場を利用してもらい、平成 8 年ごろよりずっと年間
の手術件数は500件前後を推移しております。京都大
学眼科の応援も得て、ここまでやってこられたのは、皆
様のお蔭と感謝いたしております。今後も信頼され、真
心のこもった地域医療を提供していきたいと思います
のでよろしくお願いいたします。



ひ
い
ら
ぎ
眼
科

ひ
い
ら
ぎ
眼
科
　院 

長

　柊
木 

雅
晴

連
携 
医
院
紹
介

　
下
鴨
中
通
り
の
上
賀
茂
松
本
町
で
開
業
し
て
今
年
4
月
で
丸
１０
年

に
な
ろ
う
と
し
て
ま
す
。

　
開
業
当
初
よ
り
博
愛
会
病
院
眼
科
上
田
先
生
に
は
お
世
話
に
な
っ
て

ま
す
。
白
内
障
手
術
、
黄
斑
浮
腫
に
対
す
る
硝
子
体
注
射
等
々
。
最

近
は
上
田
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
小
林
先
生
に
も
非
常
に
お
世
話
に
な

り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
診
療
所
は
内
科
で
い
え
ば
総
合
診
療
科
で
何
か
に
特
化
し
た
診

療
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
は
様
々
な
症
状

を
訴
え
ら
れ
ま
す
。
間
口
を
広
く
し
て
先
ず
は
何
で
も
診
ま
す
と
い

う
入
り
や
す
く
通
い
や
す
い
医
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
が
ら

子
供
や
学
生
が
多
く
、
3
歳
児
検
診
で
の
遠
視
性
弱
視
、
不
同
視
弱

視
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
、
学
校
検
診
で
の
近
視
、
乱
視
等
の
屈
折
異
常
の

経
過
観
察
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
、
コ
ン
タ
ク
ト
ア
レ
ル
ギ
ー
、

角
膜
障
害
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
毎
日
で
す
。
お
年
寄
り
も
多
く
白
内
障
、

緑
内
障
の
診
察
と
世
間
話
で
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
本
人
や
家
族
の
方
へ
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
心
掛
け
て

お
り
、
敷
居
の
高
く
な
い
通
い
や
す
い
医
院
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
博
愛
会
病
院
の
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
御
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

午前 9：00～12：00

診療時間 月

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

火 水 木 金 土

午後 4:00～ 7:00

※日曜・祝日は休診

〒603-8052　京都市北区上賀茂松本町96-4
電話：075-724-0139　※駐車場4台（無料）

★

ロイヤルホスト
北山通り
地下鉄烏丸線

フレスコ北山

京都信用金庫

ひいらぎ眼科
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北山駅

　
患
　
患
者
さ
者
さ
ん
本
ん
本
人
や
人
や
家
族
家
族
の
方
の
方
へ
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
説
明
を
心
を
心
掛
け
掛
け
てて

お
り
、
敷
居
の
高
く
な
い
通
い
や
す
い
医
院
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
博
愛
会
病
院
の
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
御
迷
惑
を
お
か
け
しし

ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

冨　田　病　院 TEL：075-491-3241 〒603-8132 京都市北区小山下内河原町56 http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/tomita/

京都博愛会病院 TEL：075-781-1131 〒603-8041 京都市北区上賀茂ケシ山1 http://www.kyoto-hakuaikai.or.jp/hakuai/

「
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
心
掛
け
て
」

　白内障とは、目の中の透明なレンズ（水晶体）が徐々に
濁ってくる病気です。加齢に伴うものがほとんどですが、
全身疾患に伴うもの、外傷性のものなどもあります。水晶
体が濁ると、まぶしく感じたり、視力が低下してきます。
そのため、日常生活に不自由を感じてきた場合は手術を
受ける必要があります。手術では水晶体の代わりの役割
をする眼内レンズを入れます。
　若いときの水晶体は、遠く、近くといろいろな距離にピ
ントを合わすため、水晶体の厚さが自動で変わっていま
す。そのピント合わせの力が弱ってくるのが老眼です。通
常の保険診療で入れる眼内レンズは単焦点レンズで、厚
さが変わらず老眼と同じような見え方となります。
　白内障手術を受けることで、メガネなしで遠くも近く
も見える若返った目になりたいと誰もが思いますが、そ
れは簡単なことではありません。
　単焦点眼内レンズのほかに遠くと近くの二つにピント
が合うよう工夫された多焦点眼内レンズが開発され、自
由診療で手術が行われています。平成 20 年 7 月からは、
一定数の症例の多焦点眼内レンズをいれた施設では先進
医療として承認されています。
｠　しかし、この従来の多焦点眼内レンズは、コントラス

トの低下や、夜間の不快な光の見え方、中間距離視力の落
ち込みなどの弱点があり、日本ではあまり普及しており
ませんでした。
　遠くから近くまで、自然に見える多焦点眼内レンズを
目指して開発された新しいタイプの多焦点眼内レンズ
が、平成 29年 6月末に日本でも使用可能となりました。
このレンズは従来の多焦点眼内レンズに認められた弱点
がほとんどありません。遠くから近く（40～ 50センチ）
までピントが合い、自然な見え方が得られるといわれて
おります。しかし、もっと近くの細かいものを見るために
はメガネが必要になると考えられます。40 歳から 50 歳
代くらいの見え方が得られるレンズと思っていただける
とよいでしょう。年齢や個人差はありますが、見え方に慣
れるまで、数か月かかることがあります。また、乱視の強
い方や他の目の病気を持っておられる方など適応となら
ない場合があります。
　博愛会病院でも、平成 29 年 7 月
よりこの新しいタイプの多焦点眼内
レンズを取り扱っております。通常
の保険診療と異なるため、興味のあ
る方は、診察の時にご相談下さい。

「新しいタイプの
  多焦点眼内レンズのご案内」

京都博愛会病院
眼科部長
上田　直子
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